
浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 
 

 

「

一

九

九

七

年

度

総

括

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

九

七

年

六

月

～

九

八

年

五

月

）
」

 

 
 

昨

年

度

の

総

括

で

も

「

我

々

を

取

り

巻

く

情

勢

は

、

急

激

な

 

変

化

を

内

に

秘

め

つ

つ

、

一

層

危

険

な

方

向

へ

突

き

進

み

つ

つ

 

あ

る

」

と

述

べ

た

。

し

か

し

、

本

年

度

は

、

更

に

そ

の

危

険

度

 

が

増

し

加

わ

り

、

具

体

的

な

姿

(

日

米

安

保

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

)
 

を

現

し

て

き

た

こ

と

が

大

き

な

特

徴

で

あ

る

。

 

（

一

）

平

和

行

進

（

三

六

四

回

～

三

七

五

回

）

 

 
 

今

年

度

も

月

例

の

平

和

行

進

を

軸

に

運

動

が

進

め

ら

れ

た

。

 

 

参

加

者

は

毎

回

二

十

～

二

五

名

。

欠

か

さ

ず

平

和

行

進

に

参

 

 

加

す

る

こ

と

は

、

平

和

を

求

め

る

願

い

が

思

想

と

な

り

、

生

 

 

命

と

な

っ

て

い

な

い

と

な

か

な

か

出

来

な

い

。

子

供

達

も

ビ

 

 

ラ

配

り

に

活

躍

し

て

く

れ

た

。

行

進

の

テ

ー

マ

に

は

、

憲

法

 

 

第

九

条

厳

守

は

勿

論

の

こ

と

、

常

に

「

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

反

 

 

対

」

を

掲

げ

て

歩

き

通

し

た

。

 

（

二

）

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

反

対

 

 
 

市

民

の

連

絡

会

の

実

行

委

員

会

、

学

習

会

、

基

地

・

市

当

 

 

局

へ

の

要

請

行

動

な

ど

、

全

て

に

参

加

し

て

き

た

。

特

に

、
 

 

三

月

十

五

日

に

行

わ

れ

た

「

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

は

い

ら

な

い

市

民
 

 

集

会

」

に

は

、

八

百

三

十

名

近

い

人

が

結

集

し

、

反

対

の

意

 

 

志

を

表

明

し

た

。

し

か

し

、

残

念

な

が

ら

、

三

月

二

五

日

に

、

 

 

二

機

が

配

備

さ

れ

て

し

ま

っ

た

。

 

（

三

）

六

・

一

八

浜

松

大

空

襲

と

平

和

憲

法

を

心

に

刻

む

集

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

平

和

遺

族

会

と

の

共

催

）

 

 
 

 
 

ビ

デ

オ

「

世

界

は

地

獄

を

見

た

（

第

二

次

世

界

大

戦

の

記

 

 

録

・

前

後

編

）
」

を

鑑

賞

し

た

後

、

参

加

者

に

よ

る

自

由

討

 

 

議

を

行

い

、

平

和

へ

の

熱

い

願

い

が

会

場

に

溢

れ

た

。

 

（

四

）

敗

戦

記

念

平

和

講

演

会

 

 
 

八

月

十

日

（

日

）

午

後

、

平

和

遺

族

会

全

国

連

絡

会

会

長

 

 

・

小

川

武

満

氏

を

招

き

、

県

西

部

地

区

平

和

遺

族

会

と

共

催

。

 

 

「

二

一

世

紀

の

平

和

を

め

ざ

す

」

と

題

す

る

講

演

は

、

侵

略

 

 

と

加

害

の

深

い

反

省

の

中

か

ら

の

力

強

い

叫

び

で

あ

っ

た

。

 

（

五

）

公

立

学

校

の

創

立

記

念

式

典

へ

の

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自

衛

隊

音

楽

隊

出

演

を

中

止

さ

せ

る

！

 

 
 

 
 

十

二

月

六

日

に

予

定

さ

れ

て

い

た

瑞

穂

小

学

校

創

立

二

十

 

 

周

年

記

念

式

典

に

、

自

衛

隊

音

楽

隊

（

軍

楽

隊

）

に

よ

る

記

 

 

念

演

奏

が

組

み

込

ま

れ

て

い

る

こ

と

を

事

前

に

知

り

、

市

教

 

 

育

委

員

会

と

、

学

校

長

に

抗

議

し

、

演

奏

を

中

止

さ

せ

る

こ

 

 

と

が

出

来

た

。

 

（

六

）

二

・

一

一

思

想

と

信

教

の

自

由

を

守

る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

県

西

部

集

会

 

 
 

 
 

こ

の

会

は

、

今

年

で

十

八

回

目

を

数

え

る

。

今

回

は

、

陸

 

 

培

春

氏

（

ル

・

ペ

イ

チ

ュ

ン

、

コ

ラ

ム

ニ

ス

ト

）

を

講

師

に

 



 
迎

え

、
「

ア

ジ

ア

か

ら

見

た

日

本

」

と

題

し

て

講

演

を

聞

き

 

 
（

約

一

一

〇

名

出

席

）
、

続

い

て

デ

モ

行

進

を

行

っ

た

。

日

 

 

米

安

保

下

の

日

本

が

ア

ジ

ア

に

於

け

る

最

大

の

脅

威

で

あ

る

 

 

こ

と

、

戦

争

責

任

の

自

覚

の

足

り

な

い

日

本

人

へ

の

批

判

は

 

 

耳

に

痛

か

っ

た

。

 

（

七

）

憲

法

記

念

日

 

 
 

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

の

配

備

さ

れ

た

基

地

周

辺

の

住

宅

に

約

二

千

 

 

枚

の

ビ

ラ

を

配

布

。
「

憲

法

記

念

日

に

悲

し

い

お

知

ら

せ

」

 

 

と

し

て

、
「

つ

い

に

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

や

っ

て

来

た

。

司

令

部

 

 

も

や

っ

て

く

る

」

を

テ

ー

マ

に

、

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

浜

 

 

松

市

が

、

再

び

焼

け

野

原

に

な

ら

な

い

よ

う

に

と

願

い

つ

つ

、

 

 

街

頭

宣

伝

と

ビ

ラ

入

れ

を

行

っ

た

（

十

二

名

参

加

）
。

 

（

八

）

会

員

の

拡

充

 

 
 

今

年

は

、

残

念

な

が

ら

新

会

員

を

迎

え

る

こ

と

が

出

来

な

 

 

か

っ

た

。

 

（

九

）

ビ

ラ

の

合

本

 

 
 

平

和

へ

の

戦

い

に

追

わ

れ

て

、

合

本

を

作

る

余

裕

が

な

い

、

 

 

と

い

う

の

が

実

状

で

あ

る

。

 

   

「

一

九

九

八

年

度

活

動

方

針

」

 

一

、

情

勢

 

（

Ａ

）

国

際

情

勢

 

 

①

世

界

各

国

は

、

自

ら

の

安

全

を

守

る

た

め

と

い

う

理

由

で

、

 

 
 

軍

備

の

開

発

、

生

産

、

増

強

（

質

量

と

も

）

政

策

を

依

然

 

 
 

と

し

て

推

進

し

て

い

る

。

軍

備

世

界

に

真

の

平

和

は

な

い

。

 

 
 

②

世

界

最

強

の

軍

事

力

と

経

済

力

を

背

景

に

、

米

国

の

世

界

 

 
 

支

配

（

力

の

政

策

）

が

今

後

も

、

し

ば

ら

く

の

間

は

続

く

 

 
 

で

あ

ろ

う

。

 

 
 

③

米

国

は

、

国

連

常

任

理

事

国

で

あ

り

な

が

ら

、

拠

出

す

べ

 

 
 

き

負

担

金

を

巨

額

に

滞

納

し

、

国

連

の

動

き

が

自

ら

の

意

 

 
 

志

に

反

す

る

と

き

に

は

、

国

連

を

無

視

し

て

世

界

の

警

察

 

 
 

官

の

よ

う

に

振

る

舞

い

、

そ

の

態

度

は

、

傲

慢

・

不

遜

以

 

 
 

外

の

な

に

も

の

で

も

な

い

。

 

 
 

④

大

国

（

国

連

常

任

理

事

国

）

は

、

自

ら

は

核

兵

器

を

保

有

 

 
 

し

、

臨

界

前

核

実

験

を

継

続

し

な

が

ら

、

非

核

保

有

国

へ

 

 
 

の

核

拡

散

防

止

に

や

っ

き

と

な

っ

て

き

た

。

し

か

し

、

イ

 

 
 

ン

ド

の

核

実

験

に

対

抗

し

て

、

パ

キ

ス

タ

ン

も

核

実

験

を

 

 
 

強

行

し

た

こ

と

に

よ

り

、

Ｎ

Ｔ

Ｐ

（

核

不

拡

散

条

約

）

も

 

 
 

Ｃ

Ｔ

Ｂ

Ｔ

（

核

実

験

禁

止

条

約

）

も

有

名

無

実

と

な

っ

た

。

 

 
 

当

然

の

帰

結

で

あ

る

。

今

後

は

、

大

国

を

含

む

核

の

全

面

 

 
 

廃

絶

以

外

に

核

戦

争

防

止

の

道

は

な

い

。

 

 
 

⑤

毎

年

指

摘

し

て

き

た

が

、

国

連

常

任

理

事

国

と

も

あ

ろ

う

 

 
 

国

が

、

米

国

を

先

頭

に

、

通

常

兵

器

輸

出

の

ベ

ス

ト

五

を

 



 
 

占

め

て

い

る

こ

と

は

、

彼

ら

に

世

界

平

和

を

作

り

出

す

意

 

 
 

志

の

な

い

こ

と

の

証

明

で

あ

り

、

我

々

は

声

を

大

に

し

て

 

 
 

そ

の

矛

盾

と

偽

善

を

彼

ら

に

悟

ら

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 
 

⑥

冷

戦

終

結

後

、

多

発

し

た

民

族

・

宗

教

紛

争

は

、

現

在

も

 

 
 

続

い

て

い

る

が

、

関

係

改

善

の

き

ざ

し

が

見

え

始

め

た

と

 

 
 

こ

ろ

も

あ

り

、

今

後

に

期

待

し

た

い

。

 

 

⑦

南

北

問

題

、

人

口

問

題

、

飢

餓

問

題

、

特

に

地

球

環

境

破

 

 
 

壊

・

汚

染

の

問

題

は

、

直

接

・

間

接

に

全

て

の

生

物

、

人

 

 
 

類

の

生

存

自

体

を

脅

か

す

も

の

で

あ

り

、

何

を

お

い

て

も

 

 
 

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

緊

急

課

題

で

あ

る

に

も

拘

わ

 

 
 

ら

ず

、

そ

の

糸

口

さ

え

見

出

せ

な

い

で

、

互

い

に

自

国

の

 

 
 

エ

ゴ

を

優

先

さ

せ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

人

類

滅

亡

の

道

で

 

 
 

し

か

な

い

。

 

 
 

⑧

世

界

経

済

は

、

今

、

米

国

の

一

人

勝

ち

の

感

が

あ

る

が

、

 

 
 

か

つ

て

の

日

本

経

済

の

バ

ブ

ル

期

と

似

て

い

る

点

を

指

摘

 

 
 

す

る

学

者

も

い

る

。

い

ず

れ

、

大

き

な

反

動

に

よ

る

崩

壊

 

 
 

を

迎

え

る

可

能

性

も

あ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

他

方

、

好

調

で

あ

っ

た

ア

ジ

ア

経

済

が

、

香

港

が

中

国

 

 
 

に

返

還

さ

れ

た

頃

か

ら

、

急

速

に

株

価

の

下

落

が

始

ま

り

、

 

 
 

ア

ジ

ア

経

済

、

否

、

世

界

経

済

全

体

に

も

大

き

な

不

安

定
 

 
 

要

因

を

与

え

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

こ

れ

に

対

し

、

Ｅ

Ｃ

の

通

貨

統

合

の

動

き

は

、

い

ま

だ

 

 
 

に

必

ず

し

も

足

並

が

揃

っ

て

い

る

と

は

言

え

な

い

が

「

共

 

 
 

に

生

き

る

」

今

後

の

あ

り

方

の

一

つ

の

モ

デ

ル

と

し

て

注

 

 
 

視

し

て

い

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

経

済

・

政

治

も

、

自

己

中

 

 
 

心

的

国

益

の

追

求

か

ら

脱

皮

し

な

け

れ

ば

人

類

に

未

来

は

 

 
 

な

い

。

 

 
 

⑨

以

上

、

い

ず

れ

の

面

か

ら

み

て

も

、

全

人

類

は

今

や

自

ら

 

 
 

の

存

亡

を

か

け

た

緊

急

課

題

の

前

に

立

た

さ

れ

て

お

り

、

 

 
 

我

が

国

憲

法

第

九

条

の

目

指

す

「

軍

備

無

き

平

和

共

存

の

 

 
 

世

界

」

を

一

刻

も

早

く

実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

（

Ｂ

）

国

内

情

勢

 

 
 

①

沖

縄

の

米

軍

用

地

確

保

の

た

め

に

行

わ

れ

た

特

措

法

の

改

 

 
 

悪

、

そ

の

後

の

ヘ

リ

ポ

ー

ト

海

上

基

地

の

押

し

つ

け

、

浜

 

 
 

松

基

地

の

急

速

な

変

化

な

ど

に

見

ら

れ

る

政

府

の

態

度

は

、

 

 
 

国

民

の

生

命

・

生

活

・

人

権

よ

り

も

、

日

米

安

保

を

最

優

 

 
 

先

す

る

政

策

で

あ

る

こ

と

が

露

骨

に

示

さ

れ

る

に

至

っ

た

。

 

 
 

②

日

米

安

保

最

優

先

の

態

度

は

、

今

や

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

と

 

 
 

な

っ

て

我

々

国

民

の

上

に

重

く

の

し

か

か

っ

て

き

た

。

米

 

 
 

軍

の

起

こ

す

戦

争

（

周

辺

事

態

）

に

、

日

本

は

無

条

件

に

 

 
 

協

力

（

後

方

支

援

）

す

る

こ

と

を

約

束

し

た

も

の

で

、

国

 

 
 

会

へ

は

事

後

報

告

で

よ

い

と

い

う

国

民

無

視

の

取

り

決

め

 

 
 

で

あ

る

。

自

衛

隊

は

勿

論

の

事

、

民

間

の

空

港

・

港

湾

・

 

 
 

自

治

体

な

ど

も

協

力

を

強

い

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

、

そ

の

 



 
 

た

め

の

有

事

立

法

も

準

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

 

 
 

③

特

措

法

改

悪

の

時

、

国

会

議

員

の

と

っ

た

態

度

を

み

れ

ば

、

 

 
 

彼

ら

の

大

多

数

が

憲

法

違

反

の

自

衛

隊

を

合

憲

と

し

、

日

 

 
 

米

安

保

を

最

優

先

さ

せ

る

考

え

の

持

ち

主

で

あ

る

こ

と

が

 

 
 

分

か

る

。

そ

れ

故

、

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

基

づ

い

て

、

憲

 

 
 

法

改

悪

（

文

面

も

）

の

危

機

は

今

後

一

層

深

刻

に

な

る

で

 

 
 

あ

ろ

う

。

 

 
 

④

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

基

づ

く

憲

法

無

視

の

態

度

が

、

浜

松

 

 
 

基

地

に

次

々

と

具

体

的

な

姿

を

と

っ

て

現

れ

つ

つ

あ

る

。

 

 
 

 

第

一

は

、

本

年

一

月

一

七

日

に

、

米

空

母

艦

載

機

Ｆ

1
8

 

 
 

ホ

ー

ネ

ッ

ト

六

機

が

緊

急

着

陸

し

た

こ

と

。

 

 
 

 

第

二

は

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

三

月

二

五

日

に

配

備

さ

れ

、

 

 
 

同

時

に

警

戒

管

制

司

令

部

も

浜

松

に

移

さ

れ

、

常

時

米

軍

 

 
 

に

情

報

を

提

供

す

る

任

務

に

つ

く

こ

と

。

 

 
 

 

第

三

は

、

五

月

十

日

、

米

空

軍

の

ト

ッ

プ

で

あ

る

マ

イ

 

 
 

ケ

ル

・

ラ

イ

ア

ン

大

将

（

参

謀

総

長

）

が

、

在

日

米

軍

司

 

 
 

令

官

を

伴

い

、

我

が

国

の

航

空

自

衛

隊

・

空

幕

僚

長

の

案

 

 
 

内

で

浜

松

基

地

を

視

察

に

来

た

こ

と

で

あ

る

。

 

 
 

 
 
 

以

上

の

事

実

は

、

浜

松

基

地

が

航

空

自

衛

隊

の

中

枢

司

 

 
 

令

基

地

と

な

っ

た

だ

け

で

な

く

、

米

軍

に

と

っ

て

も

重

要
 

 
 

な

作

戦

基

地

に

な

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

 

 
 

⑤

我

が

国

は

、

最

高

法

規

で

あ

る

憲

法

第

九

条

に

よ

っ

て

明

 

 
 

白

に

「

戦

争

放

棄

、

戦

力

不

保

持

、

交

戦

権

の

否

認

」

を

 

 
 

定

め

て

い

る

が

、

実

際

の

政

策

は

、

こ

れ

と

正

反

対

の

自

 

 
 

衛

隊

の

強

化

で

あ

り

、

日

米

安

保

軍

事

同

盟

の

最

優

先

 

 
 

（

強

化

）

で

あ

る

。

こ

れ

で

は

も

は

や

、

我

が

国

は

法

治

 

 
 

国

家

で

は

な

く

な

っ

た

。

 

 
 

 

同

時

に

道

徳

、

倫

理

、

そ

し

て

経

済

ま

で

も

が

崩

壊

し

 

 
 

つ

つ

あ

る

。

見

よ

、

政

・

官

・

財

・

企

業

の

腐

敗

堕

落

を

。

 

 
 

学

校

の

授

業

が

成

立

し

な

く

な

り

、

青

少

年

少

女

の

非

行

 

 
 

の

実

態

は

、

も

は

や

無

秩

序

そ

の

も

の

で

あ

る

。

銀

行

も

 

 
 

証

券

会

社

も

倒

産

し

た

。

と

か

く

こ

の

よ

う

な

時

に

、

対

 

 
 

外

的

危

機

感

を

国

民

の

中

に

煽

動

し

、

次

第

に

統

制

を

強

 

 
 

化

し

、

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

忍

び

 

 
 

寄

る

可

能

性

が

あ

る

。

 

 

二

、

具

体

的

な

活

動

方

針

 

 
 

（

一

）

国

際

的

に

も

、

国

内

的

に

も

、

行

き

詰

ま

り

つ

つ

あ

 

 
 

る

状

況

を

突

破

す

る

の

は

、

こ

れ

ま

で

の

力

の

政

策

を

百

 

 
 

八

十

度

転

換

し

て

、

憲

法

第

九

条

の

非

武

装

・

戦

争

放

棄

 

 
 

し

か

、

道

が

残

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

を

、

政

府

や

国

民

に

 

 
 

訴

え

続

け

て

い

く

。

ま

た

、

こ

れ

を

実

行

で

き

る

真

の

護

 

 
 

憲

勢

力

の

結

集

に

も

努

力

す

る

。

こ

の

た

め

市

民

、

特

に

 

 
 

若

者

た

ち

の

心

に

、

平

和

の

灯

火

を

点

じ

、

我

々

の

運

動

 

 
 

へ

の

参

加

を

呼

び

掛

け

て

い

く

。

 



 
 

（

二

）

憲

法

感

覚

を

鋭

敏

に

し

、

憲

法

の

精

神

を

実

現

す

る

 

 
 

た

め

学

習

活

動

を

強

化

し

、

当

面

す

る

課

題

に

取

り

組

む

。

 

 
 

 
 

 
 

 

 

「

一

九

九

七

年

度

総

括

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

九

七

年

六

月

～

九

八

年

五

月

）
」

 

 
 

昨

年

度

の

総

括

で

も

「

我

々

を

取

り

巻

く

情

勢

は

、

急

激

な

 

変

化

を

内

に

秘

め

つ

つ

、

一

層

危

険

な

方

向

へ

突

き

進

み

つ

つ

 

あ

る

」

と

述

べ

た

。

し

か

し

、

本

年

度

は

、

更

に

そ

の

危

険

度

 

が

増

し

加

わ

り

、

具

体

的

な

姿

(

日

米

安

保

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

)
 

を

現

し

て

き

た

こ

と

が

大

き

な

特

徴

で

あ

る

。

 

（

一

）

平

和

行

進

（

三

六

四

回

～

三

七

五

回

）

 

 
 

今

年

度

も

月

例

の

平

和

行

進

を

軸

に

運

動

が

進

め

ら

れ

た

。

 

 

参

加

者

は

毎

回

二

十

～

二

五

名

。

欠

か

さ

ず

平

和

行

進

に

参

 

 

加

す

る

こ

と

は

、

平

和

を

求

め

る

願

い

が

思

想

と

な

り

、

生

 

 

命

と

な

っ

て

い

な

い

と

な

か

な

か

出

来

な

い

。

子

供

達

も

ビ

 

 

ラ

配

り

に

活

躍

し

て

く

れ

た

。

行

進

の

テ

ー

マ

に

は

、

憲

法

 

 

第

九

条

厳

守

は

勿

論

の

こ

と

、

常

に

「

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

反

 

 

対

」

を

掲

げ

て

歩

き

通

し

た

。

 

（

二

）

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

配

備

反

対

 

 
 

市

民

の

連

絡

会

の

実

行

委

員

会

、

学

習

会

、

基

地

・

市

当
 

 

局

へ

の

要

請

行

動

な

ど

、

全

て

に

参

加

し

て

き

た

。

特

に

、
 

 

三

月

十

五

日

に

行

わ

れ

た

「

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

は

い

ら

な

い

市

民

 

 

集

会

」

に

は

、

八

百

三

十

名

近

い

人

が

結

集

し

、

反

対

の

意

 

 

志

を

表

明

し

た

。

し

か

し

、

残

念

な

が

ら

、

三

月

二

五

日

に

、

 

 

二

機

が

配

備

さ

れ

て

し

ま

っ

た

。

 

（

三

）

六

・

一

八

浜

松

大

空

襲

と

平

和

憲

法

を

心

に

刻

む

集

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

平

和

遺

族

会

と

の

共

催

）

 

 
 

 
 

ビ

デ

オ

「

世

界

は

地

獄

を

見

た

（

第

二

次

世

界

大

戦

の

記

 

 

録

・

前

後

編

）
」

を

鑑

賞

し

た

後

、

参

加

者

に

よ

る

自

由

討

 

 

議

を

行

い

、

平

和

へ

の

熱

い

願

い

が

会

場

に

溢

れ

た

。

 

（

四

）

敗

戦

記

念

平

和

講

演

会

 

 
 

八

月

十

日

（

日

）

午

後

、

平

和

遺

族

会

全

国

連

絡

会

会

長

 

 

・

小

川

武

満

氏

を

招

き

、

県

西

部

地

区

平

和

遺

族

会

と

共

催

。

 

 

「

二

一

世

紀

の

平

和

を

め

ざ

す

」

と

題

す

る

講

演

は

、

侵

略

 

 

と

加

害

の

深

い

反

省

の

中

か

ら

の

力

強

い

叫

び

で

あ

っ

た

。

 

（

五

）

公

立

学

校

の

創

立

記

念

式

典

へ

の

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自

衛

隊

音

楽

隊

出

演

を

中

止

さ

せ

る

！

 

 
 

 
 

十

二

月

六

日

に

予

定

さ

れ

て

い

た

瑞

穂

小

学

校

創

立

二

十

 

 

周

年

記

念

式

典

に

、

自

衛

隊

音

楽

隊

（

軍

楽

隊

）

に

よ

る

記

 

 

念

演

奏

が

組

み

込

ま

れ

て

い

る

こ

と

を

事

前

に

知

り

、

市

教

 

 

育

委

員

会

と

、

学

校

長

に

抗

議

し

、

演

奏

を

中

止

さ

せ

る

こ

 

 

と

が

出

来

た

。

 

（

六

）

二

・

一

一

思

想

と

信

教

の

自

由

を

守

る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

静

岡

県

西

部

集

会

 

 
 

 
 

こ

の

会

は

、

今

年

で

十

八

回

目

を

数

え

る

。

今

回

は

、

陸

 



 
培

春

氏

（

ル

・

ペ

イ

チ

ュ

ン

、

コ

ラ

ム

ニ

ス

ト

）

を

講

師

に

 

 
迎

え

、
「

ア

ジ

ア

か

ら

見

た

日

本

」

と

題

し

て

講

演

を

聞

き

 

 

（

約

一

一

〇

名

出

席

）
、

続

い

て

デ

モ

行

進

を

行

っ

た

。

日

 

 

米

安

保

下

の

日

本

が

ア

ジ

ア

に

於

け

る

最

大

の

脅

威

で

あ

る

 

 

こ

と

、

戦

争

責

任

の

自

覚

の

足

り

な

い

日

本

人

へ

の

批

判

は

 

 

耳

に

痛

か

っ

た

。

 

（

七

）

憲

法

記

念

日
 

 
 

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

の

配

備

さ

れ

た

基

地

周

辺

の

住

宅

に

約

二

千

 

 

枚

の

ビ

ラ

を

配

布

。
「

憲

法

記

念

日

に

悲

し

い

お

知

ら

せ

」

 

 

と

し

て

、
「

つ

い

に

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

や

っ

て

来

た

。

司

令

部

 

 

も

や

っ

て

く

る

」

を

テ

ー

マ

に

、

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

浜

 

 

松

市

が

、

再

び

焼

け

野

原

に

な

ら

な

い

よ

う

に

と

願

い

つ

つ

、

 

 

街

頭

宣

伝

と

ビ

ラ

入

れ

を

行

っ

た

（

十

二

名

参

加

）
。

 

（

八

）

会

員

の

拡

充

 

 
 

今

年

は

、

残

念

な

が

ら

新

会

員

を

迎

え

る

こ

と

が

出

来

な

 

 

か

っ

た

。

 

（

九

）

ビ

ラ

の

合

本

 

 
 

平

和

へ

の

戦

い

に

追

わ

れ

て

、

合

本

を

作

る

余

裕

が

な

い

、

 

 

と

い

う

の

が

実

状

で

あ

る

。

 

   

「

一

九

九

八

年

度

活

動

方

針

」

 

一

、

情

勢

 

（

Ａ

）

国

際

情

勢

 

 

①

世

界

各

国

は

、

自

ら

の

安

全

を

守

る

た

め

と

い

う

理

由

で

、

 

 
 

軍

備

の

開

発

、

生

産

、

増

強

（

質

量

と

も

）

政

策

を

依

然

 

 
 

と

し

て

推

進

し

て

い

る

。

軍

備

世

界

に

真

の

平

和

は

な

い

。

 

 
 

②

世

界

最

強

の

軍

事

力

と

経

済

力

を

背

景

に

、

米

国

の

世

界

 

 
 

支

配

（

力

の

政

策

）

が

今

後

も

、

し

ば

ら

く

の

間

は

続

く

 

 
 

で

あ

ろ

う

。

 

 
 

③

米

国

は

、

国

連

常

任

理

事

国

で

あ

り

な

が

ら

、

拠

出

す

べ

 

 
 

き

負

担

金

を

巨

額

に

滞

納

し

、

国

連

の

動

き

が

自

ら

の

意

 

 
 

志

に

反

す

る

と

き

に

は

、

国

連

を

無

視

し

て

世

界

の

警

察

 

 
 

官

の

よ

う

に

振

る

舞

い

、

そ

の

態

度

は

、

傲

慢

・

不

遜

以

 

 
 

外

の

な

に

も

の

で

も

な

い

。

 

 
 

④

大

国

（

国

連

常

任

理

事

国

）

は

、

自

ら

は

核

兵

器

を

保

有

 

 
 

し

、

臨

界

前

核

実

験

を

継

続

し

な

が

ら

、

非

核

保

有

国

へ

 

 
 

の

核

拡

散

防

止

に

や

っ

き

と

な

っ

て

き

た

。

し

か

し

、

イ

 

 
 

ン

ド

の

核

実

験

に

対

抗

し

て

、

パ

キ

ス

タ

ン

も

核

実

験

を

 

 
 

強

行

し

た

こ

と

に

よ

り

、

Ｎ

Ｔ

Ｐ

（

核

不

拡

散

条

約

）

も

 

 
 

Ｃ

Ｔ

Ｂ

Ｔ

（

核

実

験

禁

止

条

約

）

も

有

名

無

実

と

な

っ

た

。

 

 
 

当

然

の

帰

結

で

あ

る

。

今

後

は

、

大

国

を

含

む

核

の

全

面

 

 
 

廃

絶

以

外

に

核

戦

争

防

止

の

道

は

な

い

。

 

 
 

⑤

毎

年

指

摘

し

て

き

た

が

、

国

連

常

任

理

事

国

と

も

あ

ろ

う

 



 
 

国

が

、

米

国

を

先

頭

に

、

通

常

兵

器

輸

出

の

ベ

ス

ト

五

を

 

 
 

占

め

て

い

る

こ

と

は

、

彼

ら

に

世

界

平

和

を

作

り

出

す

意

 

 
 

志

の

な

い

こ

と

の

証

明

で

あ

り

、

我

々

は

声

を

大

に

し

て

 

 
 

そ

の

矛

盾

と

偽

善

を

彼

ら

に

悟

ら

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 
 

⑥

冷

戦

終

結

後

、

多

発

し

た

民

族

・

宗

教

紛

争

は

、

現

在

も

 

 
 

続

い

て

い

る

が

、

関

係

改

善

の

き

ざ

し

が

見

え

始

め

た

と

 

 
 

こ

ろ

も

あ

り

、

今

後

に

期

待

し

た

い

。

 

 

⑦

南

北

問

題

、

人

口

問

題

、

飢

餓

問

題

、

特

に

地

球

環

境

破

 

 
 

壊

・

汚

染

の

問

題

は

、

直

接

・

間

接

に

全

て

の

生

物

、

人

 

 
 

類

の

生

存

自

体

を

脅

か

す

も

の

で

あ

り

、

何

を

お

い

て

も

 

 
 

解

決

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

緊

急

課

題

で

あ

る

に

も

拘

わ

 

 
 

ら

ず

、

そ

の

糸

口

さ

え

見

出

せ

な

い

で

、

互

い

に

自

国

の

 

 
 

エ

ゴ

を

優

先

さ

せ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

人

類

滅

亡

の

道

で

 

 
 

し

か

な

い

。

 

 
 

⑧

世

界

経

済

は

、

今

、

米

国

の

一

人

勝

ち

の

感

が

あ

る

が

、

 

 
 

か

つ

て

の

日

本

経

済

の

バ

ブ

ル

期

と

似

て

い

る

点

を

指

摘

 

 
 

す

る

学

者

も

い

る

。

い

ず

れ

、

大

き

な

反

動

に

よ

る

崩

壊

 

 
 

を

迎

え

る

可

能

性

も

あ

る

。

 

 
 

 
 

 
 

他

方

、

好

調

で

あ

っ

た

ア

ジ

ア

経

済

が

、

香

港

が

中

国

 

 
 

に

返

還

さ

れ

た

頃

か

ら

、

急

速

に

株

価

の

下

落

が

始

ま

り

、

 

 
 

ア

ジ

ア

経

済

、

否

、

世

界

経

済

全

体

に

も

大

き

な

不

安

定
 

 
 

要

因

を

与

え

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

こ

れ

に

対

し

、

Ｅ

Ｃ

の

通

貨

統

合

の

動

き

は

、

い

ま

だ

 

 
 

に

必

ず

し

も

足

並

が

揃

っ

て

い

る

と

は

言

え

な

い

が

「

共

 

 
 

に

生

き

る

」

今

後

の

あ

り

方

の

一

つ

の

モ

デ

ル

と

し

て

注

 

 
 

視

し

て

い

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

経

済

・

政

治

も

、

自

己

中

 

 
 

心

的

国

益

の

追

求

か

ら

脱

皮

し

な

け

れ

ば

人

類

に

未

来

は

 

 
 

な

い

。

 

 
 

⑨

以

上

、

い

ず

れ

の

面

か

ら

み

て

も

、

全

人

類

は

今

や

自

ら

 

 
 

の

存

亡

を

か

け

た

緊

急

課

題

の

前

に

立

た

さ

れ

て

お

り

、

 

 
 

我

が

国

憲

法

第

九

条

の

目

指

す

「

軍

備

無

き

平

和

共

存

の

 

 
 

世

界

」

を

一

刻

も

早

く

実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

（

Ｂ

）

国

内

情

勢

 

 
 

①

沖

縄

の

米

軍

用

地

確

保

の

た

め

に

行

わ

れ

た

特

措

法

の

改

 

 
 

悪

、

そ

の

後

の

ヘ

リ

ポ

ー

ト

海

上

基

地

の

押

し

つ

け

、

浜

 

 
 

松

基

地

の

急

速

な

変

化

な

ど

に

見

ら

れ

る

政

府

の

態

度

は

、

 

 
 

国

民

の

生

命

・

生

活

・

人

権

よ

り

も

、

日

米

安

保

を

最

優

 

 
 

先

す

る

政

策

で

あ

る

こ

と

が

露

骨

に

示

さ

れ

る

に

至

っ

た

。

 

 
 

②

日

米

安

保

最

優

先

の

態

度

は

、

今

や

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

と

 

 
 

な

っ

て

我

々

国

民

の

上

に

重

く

の

し

か

か

っ

て

き

た

。

米

 

 
 

軍

の

起

こ

す

戦

争

（

周

辺

事

態

）

に

、

日

本

は

無

条

件

に

 

 
 

協

力

（

後

方

支

援

）

す

る

こ

と

を

約

束

し

た

も

の

で

、

国

 

 
 

会

へ

は

事

後

報

告

で

よ

い

と

い

う

国

民

無

視

の

取

り

決

め

 

 
 

で

あ

る

。

自

衛

隊

は

勿

論

の

事

、

民

間

の

空

港

・

港

湾

・

 



 
 

自

治

体

な

ど

も

協

力

を

強

い

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

、

そ

の

 

 
 

た

め

の

有

事

立

法

も

準

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

 

 
 

③

特

措

法

改

悪

の

時

、

国

会

議

員

の

と

っ

た

態

度

を

み

れ

ば

、

 

 
 

彼

ら

の

大

多

数

が

憲

法

違

反

の

自

衛

隊

を

合

憲

と

し

、

日

 

 
 

米

安

保

を

最

優

先

さ

せ

る

考

え

の

持

ち

主

で

あ

る

こ

と

が

 

 
 

分

か

る

。

そ

れ

故

、

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

基

づ

い

て

、

憲

 

 
 

法

改

悪

（

文

面

も

）

の

危

機

は

今

後

一

層

深

刻

に

な

る

で

 

 
 

あ

ろ

う

。

 

 
 

④

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

基

づ

く

憲

法

無

視

の

態

度

が

、

浜

松

 

 
 

基

地

に

次

々

と

具

体

的

な

姿

を

と

っ

て

現

れ

つ

つ

あ

る

。

 

 
 

 

第

一

は

、

本

年

一

月

一

七

日

に

、

米

空

母

艦

載

機

Ｆ

1
8

 

 
 

ホ

ー

ネ

ッ

ト

六

機

が

緊

急

着

陸

し

た

こ

と

。

 

 
 

 

第

二

は

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

三

月

二

五

日

に

配

備

さ

れ

、

 

 
 

同

時

に

警

戒

管

制

司

令

部

も

浜

松

に

移

さ

れ

、

常

時

米

軍

 

 
 

に

情

報

を

提

供

す

る

任

務

に

つ

く

こ

と

。
 

 
 

 

第

三

は

、

五

月

十

日

、

米

空

軍

の

ト

ッ

プ

で

あ

る

マ

イ

 

 
 

ケ

ル

・

ラ

イ

ア

ン

大

将

（

参

謀

総

長

）

が

、

在

日

米

軍

司

 

 
 

令

官

を

伴

い

、

我

が

国

の

航

空

自

衛

隊

・

空

幕

僚

長

の

案

 

 
 

内

で

浜

松

基

地

を

視

察

に

来

た

こ

と

で

あ

る

。

 

 
 

 
 
 

以

上

の

事

実

は

、

浜

松

基

地

が

航

空

自

衛

隊

の

中

枢

司
 

 
 

令

基

地

と

な

っ

た

だ

け

で

な

く

、

米

軍

に

と

っ

て

も

重

要
 

 
 

な

作

戦

基

地

に

な

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

 

 
 

⑤

我

が

国

は

、

最

高

法

規

で

あ

る

憲

法

第

九

条

に

よ

っ

て

明

 

 
 

白

に

「

戦

争

放

棄

、

戦

力

不

保

持

、

交

戦

権

の

否

認

」

を

 

 
 

定

め

て

い

る

が

、

実

際

の

政

策

は

、

こ

れ

と

正

反

対

の

自

 

 
 

衛

隊

の

強

化

で

あ

り

、

日

米

安

保

軍

事

同

盟

の

最

優

先

 

 
 

（

強

化

）

で

あ

る

。

こ

れ

で

は

も

は

や

、

我

が

国

は

法

治

 

 
 

国

家

で

は

な

く

な

っ

た

。

 

 
 

 

同

時

に

道

徳

、

倫

理

、

そ

し

て

経

済

ま

で

も

が

崩

壊

し

 

 
 

つ

つ

あ

る

。

見

よ

、

政

・

官

・

財

・

企

業

の

腐

敗

堕

落

を

。

 

 
 

学

校

の

授

業

が

成

立

し

な

く

な

り

、

青

少

年

少

女

の

非

行

 

 
 

の

実

態

は

、

も

は

や

無

秩

序

そ

の

も

の

で

あ

る

。

銀

行

も

 

 
 

証

券

会

社

も

倒

産

し

た

。

と

か

く

こ

の

よ

う

な

時

に

、

対

 

 
 

外

的

危

機

感

を

国

民

の

中

に

煽

動

し

、

次

第

に

統

制

を

強

 

 
 

化

し

、

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

忍

び

 

 
 

寄

る

可

能

性

が

あ

る

。

 

 

二

、

具

体

的

な

活

動

方

針

 

 
 

（

一

）

国

際

的

に

も

、

国

内

的

に

も

、

行

き

詰

ま

り

つ

つ

あ

 

 
 

る

状

況

を

突

破

す

る

の

は

、

こ

れ

ま

で

の

力

の

政

策

を

百

 

 
 

八

十

度

転

換

し

て

、

憲

法

第

九

条

の

非

武

装

・

戦

争

放

棄

 

 
 

し

か

、

道

が

残

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

を

、

政

府

や

国

民

に

 

 
 

訴

え

続

け

て

い

く

。

ま

た

、

こ

れ

を

実

行

で

き

る

真

の

護

 

 
 

憲

勢

力

の

結

集

に

も

努

力

す

る

。

こ

の

た

め

市

民

、

特

に

 

 
 

若

者

た

ち

の

心

に

、

平

和

の

灯

火

を

点

じ

、

我

々

の

運

動

 



 
 

へ

の

参

加

を

呼

び

掛

け

て

い

く

。

 

 
 

（

二

）

憲

法

感

覚

を

鋭

敏

に

し

、

憲

法

の

精

神

を

実

現

す

る

 

 
 

た

め

学

習

活

動

を

強

化

し

、

当

面

す

る

課

題

に

取

り

組

む

。

 

 
 

 
 

 
 

①

運

動

の

柱

と

し

て

、

今

後

も

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 

を

ね

ば

り

強

く

継

続

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

②

運

動

を

展

開

す

る

準

備

や

計

画

を

練

る

た

め

、

役

員

 

 
 

 
 

会

を

毎

月

一

回

開

催

す

る

。

ま

た

、

そ

の

際

、

可

能

 

 
 

 
 

な

限

り

「

ミ

ニ

学

習

」

を

行

う

。

 

 
 

 
 

 
 

③

会

員

増

加

は

、

急

務

で

あ

り

、

更

に

努

力

す

る

。

 

 
 

 

④

憲

法

を

学

ぼ

う

と

す

る

人

々

や

、

団

体

の

要

請

に

応

 

 
 

 
 

じ

て

講

師

を

派

遣

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑤

必

要

に

応

じ

て

、

具

体

的

に

行

動

し

、

講

演

会

や

そ

 

 
 

 
 

の

他

の

催

し

を

企

画

し

、

実

行

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑥

当

面

、

防

衛

費

の

大

幅

削

減

（

目

標

は

全

廃

）

と

、

 

 
 

 
 

海

外

派

兵

阻

止

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

の

撤

去

、

空

中

給

油

 

 
 

 
 

機

の

配

備

阻

止

の

た

め

に

全

力

を

傾

け

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑦

我

が

国

に

、

ま

ず

憲

法

第

九

条

を

実

現

し

、

同

時

に

 

 
 

 
 

第

九

条

を

世

界

に

輸

出

す

る

こ

と

に

努

力

し

、

世

界

 

 
 

 
 

の

軍

備

全

廃

を

目

指

す

。

 

 
 

 

⑧

政

府

や

国

民

に

、

過

ぐ

る

侵

略

戦

争

へ

の

反

省

・

謝
 

 
 

 
 

罪

・

補

償

の

重

要

性

を

訴

え

る

と

共

に

、

反

戦

平

和
 

 
 

 
 

の

た

め

に

立

ち

上

が

る

よ

う

に

訴

え

る

。

 

 
 

 
 

 
 

⑨

国

連

Ｎ

Ｇ

Ｏ

（

非

政

府

組

織

）

を

支

援

す

る

。

 

 
 

 

⑩

二

・

一

一

集

会

（

…

信

教

の

自

由

を

守

る

集

会

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

・

三

 
 

集

会

（

憲

法

記

念

日

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

六

・

一

八

集

会

（

浜

松

大

空

襲

）

 

 
 

 
 

八

・

一

五

集

会

（

敗

戦

記

念

日

）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊

こ

れ

ら

の

日

は

、

場

合

に

よ

っ

て

は

、

他

の

市

民

 

 
 

 
 

 

団

体

と

協

力

し

、

集

会

や

宣

伝

活

動

を

行

う

。

 

 
 

 
 

 
 

⑪

平

和

遺

族

会

、

護

憲

勢

力

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

反

対

市

民

 

 
 

 
 

連

絡

会

、

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

反

対

百

万

人

署

名

、

そ

 

 
 

 
 

の

他

、

生

命

と

暮

ら

し

を

守

る

市

民

団

体

・

民

主

団

 

 
 

 
 

体

と

連

体

し

、

力

量

に

応

じ

て

協

力

し

合

う

。

 

 
 

 
 

 
 

⑫

浜

松

基

地

を

め

ぐ

る

諸

問

題

（

騒

音

対

策

、

航

空

祭

、

 

 
 

 
 

ブ

ル

ー

イ

ン

パ

ル

ス

、

航

空

博

物

館

建

設

反

対

、

そ

 

 
 

 
 

の

他

）

に

対

応

し

、

最

終

的

に

は

基

地

を

撤

去

し

て

 

 
 

 
 

平

和

都

市

浜

松

の

実

現

に

努

力

す

る

。

 


